
会社概要・株式の状況

株主メモ
事 業 年 度

定 時 株 主 総 会

基 準 日
定時株主総会・期末配当
中 間 配 当

株 主 名 簿 管 理 人
および特別口座の口座管理機関

郵 便 物 送 付 先

（ 電 話 照 会 先 ）

公告掲載のホームページアドレス

単 元 株 式 数

上 場 取 引 所
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毎年4月1日から翌年3月31日まで

毎年6月下旬

毎年3月31日
毎年9月30日

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

〒168－0063
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
電話　 0120－782－031（フリーダイヤル）

http://www.piolax.co.jp/

100株

東京証券取引所（市場第一部）

5988

株主の皆様へ
2017年12月発行

株式会社パイオラックス

（証券コード：5988）

□ 会社概要（2017年9月30日現在） □ 関係会社（2017年9月30日現在） □ 役員の状況（2017年9月30日現在）

□ 株式の状況（2017年9月30日現在）

設 立 1939年9月24日
資 本 金 29億6,097万円
従 業 員 単体：540名　連結：3,175名
本 社 所 在 地 〒240－0023

神奈川県横浜市保土ケ谷区岩井町51番地
電話045－731－1211（代表）

テクニカルセンター 横浜テクニカルセンター（神奈川県）
支 店 横 浜 支 店 （神奈川県）

真 岡 支 店 （栃 木 県）
富 士 支 店 （静 岡 県）
名 古 屋 支 店 （愛 知 県）
西 日 本 支 店 （広 島 県）

工 場 真 岡 工 場 （栃 木 県）
富 士 工 場 （静 岡 県）

物流センター 湘 南 セ ン タ ー （神奈川県）
真 岡 セ ン タ ー （栃 木 県）
西日本センター （福 岡 県）

◆子会社
㈱パイオラックス　エイチエフエス
㈱ケーエッチケー販売
㈱パイオラックス　メディカル　デバイス
㈱ピーエムティー
㈱パイオラックス　ビジネスサービス
㈱ピーエヌエス
㈱パイオラックス九州

PIOLAX CORPORATION （米国）
PIOLAX LTD. （英国）
PIOLAX CO., LTD. （韓国）
PIOLAX (THAILAND) LTD. （タイ）
東莞百楽仕汽車精密配件有限公司 （中国）
PIOLAX INDIA PRIVATE LIMITED（インド）
PIOLAX MEXICANA.S.A. de C.V.（メキシコ）
PT.PIOLAX INDONESIA （インドネシア）
武漢百楽仕汽車精密配件有限公司 （中国）

◆関連会社
㈱佐賀鉄工所
㈱ケーアンドケー

代表取締役会長 加 藤 一 彦
代表取締役社長 島 津 幸 彦
常 務 取 締 役 永 峯 道 男
常 務 取 締 役 佐 藤 精 一
取締役（監査等委員） 長 　 村 　 由 紀 夫
取締役（監査等委員） 今 西 浩 之
取締役（監査等委員） 浅 野 謙 一

（補）取締役（監査等委員） 會 澤 安 生

上 席 執 行 役 員 鈴 木 　 徹
上 席 執 行 役 員 伊 　 藤 　 紀 一 郎
上 席 執 行 役 員 増 田 　 茂
上 席 執 行 役 員 杉 山 晴 光
上 席 執 行 役 員 柴 田 晴 仁

執 行 役 員 吉 岡 謙 二
執 行 役 員 吉 原 達 朗
執 行 役 員 梶 　 雅 昭
執 行 役 員 石 川 元 一
執 行 役 員 岩 原 雅 幸
執 行 役 員 永 島 　 亨

発行可能株式総数	 137,370,000株
発行済株式総数	 39,254,100株
株主総数	 2,892名
大株主（上位10名）

株　主　名
当社への出資状況

持株数（千株）持株比率（％）
株 式 会 社 佐 賀 鉄 工 所 6,045 15.40
ビービーエイチフオーフイデリテイロープライスドストツクフアンド

（ プ リ ン シ パ ル  オ ー ル セ ク タ ー  サ ブ ポ ート フ オ リ オ ） 2,607 6.64

株 式 会 社 パ イ オ ラ ッ ク ス 2,134 5.43
日 本 マ ス タ ー ト ラ ス ト
信 託 銀 行 株 式 会 社 （ 信 託 口 ） 1,764 4.49

日 本 ト ラ ス テ ィ ・ サ ー ビ ス
信 託 銀 行 株 式 会 社 （ 信 託 口 ） 1,676 4.27

加 　 藤 　 千 江 子 1,147 2.92
加 　 藤 　 一 　 彦 1,005 2.56
パイオラックス取引先持株会 924 2.35
ビービーエイチフイデリテイピユーリタンフイデリテイ
シリーズイントリンシツクオポチユニテイズフアンド 924 2.35

BNP PARIBAS SECURITIES SERVICES LUXEMBOURG/
JASDEC/FIM/LUXEMBOURG FUNDS/UCITS ASSETS 730 1.85



ごあいさつ 2017年度　株主優待アンケート結果集計

当社オリジナルQUOカードカタログギフト
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親会社株主に帰属する中間（当期）純利益営業利益
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売上高

　当社グループの2017年度中間期報告書をお届けするにあたり、
一言ご挨拶申し上げます。
　当第2四半期連結累計期間のわが国経済は、政府・日銀による経済
政策や金融緩和等により個人消費、雇用情勢が底堅く推移し、景気
は全体として緩やかな回復基調にあるものの、米国の政権運営や新
興国経済の減速懸念、またアジアにおける地政学リスクの高まり等
を背景に、依然として先行き不透明な状況が続いております。
　当社グループの主要なお取引先である自動車業界につきましては、
海外では米国や中国などを中心に好調を持続しており、また国内で
も円安基調の持続により輸出が好調だったこと等により、国内生産
台数は4,671千台と前年同期比5.9％の増加となりました。このよ
うな需要環境のもと当社グループといたしましては、お取引先から
のニーズを確実に捕捉し、グローバルな拡販活動を継続的に推進し
た結果、売上高は33,197百万円と、前期比1,683百万円（5.3％）の増収となりました。一方利益面
におきましては、増収効果に加え、より一層の合理化を推進いたしました結果、営業利益は5,170
百万円（前期比5.5％増）、経常利益は5,538百万円（前期比4.3％増）、親会社株主に帰属する四半期
純利益は4,003百万円（前期比5.3％増）となりました。

代表取締役社長
島津　幸彦

　毎年3月末日現在の1単元（100株）以上保有の株主様にグルメギフト券をお送りしております。
　また、2017年度より、1単元（100株）以上を3年以上継続保有の株主様を対象に1,000円のオリ
ジナルクオカード1枚を進呈いたします。

＜アンケート回答数2,089名＞

■株主優待制度のご案内

毎 年3月 末 日 現 在 の 株 主
名 簿 に 記 載 さ れ た1単 元

（100株）以上保有の株主
様

通常優待：「パイオラックス
グルメ倶楽部」ギフト券

毎年3月末日現在の株主名
簿に、同一株主番号で3年
以上継続して記載されてい
る株主様

長期保有特別優待：オリジ
ナルクオカード

対
象
株
主
様

（1）当社株式の保有年数 （2）当社に投資された理由

（3）今後、当社に望まれるIR活動

■①半年以内　■②１年以内　
■③３年以内　■④５年以内　
■⑤５年超　　■不明

■①株主優待　■②将来性　
■③安定性　　■④事業内容　
■⑤企業実績　■⑥配当金　
■⑦経営理念　■その他

■①ホームページでの情報公開　
■②個人投資家説明会　
■③株主懇談会　■その他
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（4）今回の株主優待の満足度

■①満足　■②まあ満足　
■③普通　■④不満
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事業紹介

　自動車関連は、パイオラックス全体の売上高の中でも約9割を占める主力分野です。1台の自動車
で当社グループの製品が1,500個以上使用されるケースも珍しくありません。その内容は、精密ばね、
樹脂ファスナー、それらを複合して組み立てた小型ユニット部品など、どれも自動車には不可欠な製品
ばかりです。国内のカーメーカーをはじめ、海外ブランド車とも取引があります。

　パイオラックスの弾性技術を、医療機器分野に応用。
人に優しい医療機器を開発し、弾性技術で医療に貢献す
ることを目指しております。

［自動車関連分野］
◆新製品紹介◆
販売名：マジックトーム

　胆管結石除去の際に内視鏡的乳頭切開
術（EST）を行います。ESTとは、胆
管の出口にあたる乳頭部に弓状のワイヤ
線（通電ナイフ）を挿入し、高周波を用
いて切開する術式です。“マジックトー
ム”はEST用ナイフです。2本のガイド
ワイヤを同時に挿通し、安全にESTを施
行できるナイフは他にはありません。“マ
ジックトーム”の多機能構造は、胆管処
置に難渋するような患者さんへの対応が
期待されています。

［医療関連分野］

　生活関連分野でも当社の部品が使われています。
　その一例は、温水便座の電動での蓋の開閉をアシストする
金属ばねや、水に触れても錆びない金属材を使用したスプリ
ングなどです。

［生活関連分野］

■ 精密部品

プレス加工で製作する金属製品
で、自動車の車体に固定し、電
装コネクター等を保持するブラ
ケット類など。

■ 燃料系部品

燃料を安全で確実に給油、貯蔵、
供給するために用いられる各種
バルブ類を中心に、チューブ、
フィルターなど。

■ 開閉機構部品

グローブボックスやカップホル
ダーのオープン機構に用いられ、
エアダンパーやロックが主力製
品。

■ ファスナー部品

車の内外装部品や配管類を車体
へ固定するトリムクリップなど
様々な樹脂ファスナー、金属
ファスナーなど。

■ 駆動系部品

トランスミッションなどの駆動
機構に用いられるリテーナー
ASSYや部品保持力を高める
ためのスナップリングなど。

■ ハーネス部品

車体の中を血管のように縦横に
走る電線（ハーネス）類を束ね
たり、車体パネルに固定するた
めのバンドクリップやテープ巻
きクリップなど。

■ クランプ部品

パイプとゴムホースの
接合部で、漏れ防止や
抜け止めの役目を果た
すホースクランプなど。



トピックス IR情報

　株式会社パイオラックス九州は、福岡県飯塚市にある、当社の国内グループ会社です。主要生産品目

はファスナー部品、燃料部品、形状記憶ばね等で、主に九州近郊のお客様へ部品を供給しております。

　昨今は九州地区でも自然災害の影響も見られることから、この度一部の工場を改築いたしました。こ

れにより耐震性と更なる生産性の向上を図ります。

　今後も、安定して効率の良い製品供給が行えるよう取り組んでまいります。

　燃料の透過しにくい2層構造の2種材料を高接着力で成形した樹脂製燃料タンク向けバルブを開発い

たしました。トヨタ自動車㈱の北米向け車両に搭載されています。環境規制の高まりを受け、米国・中

国での生産拡大を計画しております。

　中間配当金1株当たり17円の支払いを開始。2017年度は年間1株当たり34円の配当を予定してお
ります。
　（注）配当は、2017年4月1日を効力発生日とした株式分割（普通株式1株を3株に分割）後の値に
調整しております。

　2017年10月よりホー
ムページを全面リニューア
ルいたしました。
　今後ともホームページの
改善やコンテンツの充実に
努めてまいりますので引き
続き宜しくお願い申し上げ
ます。

■配当金推移

■ホームページ　リニューアルのお知らせ
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URL　http://www.piolax.co.jp/ パイオラックス 検索

環境規制に対応する燃料タンク向けバルブの開発

㈱パイオラックス九州　工場リニューアル

TOPICS
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２層になって

いるので、

燃料が透過

しにくい。

プラド

サーフ
（北米名4Runner）

多層燃料タンク

搭載車種当社開発品

トヨタ自動車㈱


